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冬期高所観測某地としての雲洞設に天幕について

菅谷童

序

北海道のエセコアン山稜上に沿いて，北大理皐部中谷教畏の指導の下に， 昭和16年2月よ D同

17年 3月の 2冬に豆クて行ばれた樹氷の物理率的研究のために，その前進観測所としてニセコ

アンヌプリの山頂附近に，零洞及。:天幕に上る墓地を建設した.第1年目は零洞を用ひたその

結果にかんがみ，第2年自には天幕を使用し極めて良好たる結果を得た.今此等の結果について

報告する.

第 1章雲 洞〈昭和16年〉

ち1.雪~1阿''l~~用の目的

この雲洞は，冬期雲中になげる者氷現象(主として樹氷〉について，その現象及び、一気象僚件を

視察するための前進蹴測所として，何時も芸に護れ.EJ!ij:ちなこの山塊の最高峰(ニセコアンヌプリ，

J308m)の西山稜上i亡設けられたもので3 観測喚員の休息、及び観測務兵，機械の格納等に使用さ

れたものである.観測隊員はこの山稜の西方下 L~ 1と111離れてゐる， ~;五三按 660m の鍛道局山の家

に滞在してゐて， スキ{でこの1翻w羽?羽加2企百、i測j

問，毎日平均 8時間づク滞在した.

S 2.雲洞の位置及び工作

雲洞の位置は前に述べたニセコアンヌプリの西山稜上，海抜 1100m附近で，その南側は昆布

揮に落ち込んでを1)， 北西側は長大な斜耳を作って， ニセコ温泉へ裾を引てゐる. との山稜の

二番目の捌が念!と藻岩山側に落ち込んでゐる所にある.積零量は例年に比ぺて此の年は特に少な

く，零がj附近で1.5m乃至 2m位である.積雪居は表暦 10cm位は堅い風成殻零をなしてゐて，

その暦を打破ると下は所々に堅諦粉零を交へた硬精零をなしてゐた.此の零骨は 1mイ乱寵きその

下は杢〈竪凍雲で，地熱と塵力の影響で再結品して出来た氷粒の集合睦で，非常に堅密に締って

ゐた.零洞工作は 22日隊員の 1人によって吹零の中で始占うられたが，強風のために作業がほか

どらや，午後2時上 T2時間の間に，創光大形スコップを使用して，奥行き 2.5m幅 2m深さ

105mの切取りを作ったに過ぎなかった.

北海道帝図大事侭湿科事訓究所報告集 8裁.三雪氷， i存4巻，音声 7続， 209頁.
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80 冬期高E庁観測基地としての雲洞立立に天:擦にヲいて

翌 23日現場K到着して見ると，昨日来の吹雲のために穴は定金に埋まってゐたが，積雪が軟

かいため簡単に蛮掘した.との日!r;J:隊員2名人夫2名で，昨日の通路の五商より奥へ上向者iて抱込

んで居室を作った.洞内での作業はEん芝ん走行したが，桐外の作業は強風によって飛散する氷

粒のため，盲目作業となって随分苦しんだ.作業中の気温は _1;3
0

0で風速は 20m!目的に主主した，

居室とした横穴の大きさは 3mx2.5mXl.6m位である，床I国は地表を覆ってゐる熊4¥i?等の露

はれる迄掘下げた.その結果居室の地盤は第1間及び第2固に示す様に，右側が昆ギ1:i津に 10・f立，

策 1 周 会事 2 闘

最初ノ穏主主l!ii

奥上り入口i乞向って全膿に 15・位の傾剰をt:J.してゐることが判明した.この事が滞在中絶えすτ積

零腎が(深さによって相違11:・あるが〉傾斜の下方に向って沈下移動するのに悩まされた原因で、あ

った.乙の雲居が傾耕面に沿ふて移動することはチンダJl-敬長がアルプスの氷河の中でも観測し

た.積零:量は零庇を利用しでも猫， 2.2m乃至 2.4m.!亡しか達してゐ泣かった.通路は掘出した

零塊を壁として積んだので，幅 1m奥行1.5m高さ 105mとたった.その天井には襟木を横た

へその上を零塊で覆った.居室と通路との入口には，肪水布の扉を天井の横木に回定して垂らし

二重扉として，吹零が居室に吹込むの主防いだ.乙の作業には 4人して約4時閣を要した.使用

した道兵は，土工用創先きスコップ2丁，雪塊切出し用刃先1.5尺の鋸1丁，雪塊搬出用防7l<布

2枚(扉布を利用しだ〉等でるる.

以上のやうな用具を用ひて零洞工作をなす時作業能率が一番高い様である.この時の作業人員

の車位は4人が最も趨営である.我々の場合に治ける作業能率を概算して見ると，比重り.4乃至

0.45位の相営堅〈堅〈締ったいはゆる極竪凍零で(その墜さは仲々鋸を差込めな<.施めて切

出し難い程度のものであった)1時間平均3立方米，概算1.2湛を切出し搬出したことになる.

桐内での零塊切出し作業は割合順調に進んだ、けれども，搬出作業は外部の風雲と月j兵の不定会さ

のため，屡々停滞し又困難を感じた.此等の困難は搬出用防水布よりと~~1，落ちた零塊片のため，

通路及び、外部の床面が洞内よlJ:lえ第に高まって行〈掃であって度々作業を中止して零を削取らね

はならなかった.搬出に用ひる防水布を特i乞船型i乞出来るものを使用すれば，作業能率はいち巴

るしく高まる事であらう*

* 積雲の深ν、時には一般に雲塊の主主綴，除雲を容易にするた必に，雲洞入口皇室路を最初から著し〈償訴
させて，上方に銅上がる方法も Lばしば行はれてゐる.
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冬場高所現!iWJ墓地と Lての雲洞立立に天幕について Bl 

その後観測の合聞に少しづっ雲洞を改修した.零壁に箱を埋込んで棚を作ったり，壁に零棚を

担込んで風力計の自記装置を乗せたりなEした.以上の様な零洞を利用して 26日上り 29日迄

4 日問視測した.ζの開運FIの降零のために天井の荷重が増加して来たので，中央部が弐第iと垂

下してきて居{主任が著しく惑化した. 29 日の午後より除員全部が下山するととになったので.

零洞天井の中央部に厚い祇を営て，支柱で支へて補強しが]内には自記寒暖計を装置し，入口は完

全に零塊で密閉して臨札した

3月4日に再び段員 2名は親iJ!1j所に到若した.3f:J1日上り 8日にかけて来襲した低気Eぎのた

め，ニセコ附近では猛烈な風零とたって揺潤新雪が ]mも降lJ，そのために雪、間二r.1全物!:t殆んE

埋まってゐたが，入口の除写をして洞内に這入って見ると，周閣の壁及び内部の装置は完全であ

った. nt(天井のみは著しく垂下してゐて，中央の支柱の官て板を中心として零函が高〈闘錐形l乞

突上げられてゐて，その板の周閣から零面は， T皮幕~垂れた撲になって 80cm 乃至 1m 迄下

t， 洞壁のところで上ってゐた. これは積零が長時間 i乞亙って徐々に及ぼされる塵カ l<:~J して

は，プラスティックIJ:'Iヨ:質を示す良い例であった.

S 3.防水布を天井とする雲洞の工作

最初Jの計霊に沿いて雪洞天芹は，積雲の多少に拘九十防水布をもって屋根天井を作る橡Aであ

ったが，理設官初にないては風雪のため工作が不可能であった.第2同自の観測に際し，零桐を

計豊通りに改造するととにした.光づ零j同周閣の壁を補償する意味で，外側から壁の上部i乙零塊

を積んで充分に踏み閉め，その上に山麓から背負ひ上げた雑木:::iL:.t(~大館四角に置いて軒梁とし，

その中央に入口とzp:行に棟木をわたし，これに雨iW;から瀧木を寄かけて霊木とした.椋木は洞の

中央で内部から白樺の丸太で支へたこの骨組みに防水布の屋根干jjを覆びかけて，覆ぴ布の裾を

零塊で駿重i亡覆ひ踏みかためた.最後に天井の積雪!ま雲洞内部から全部制り落してi同外へ搬向し

た.との作業は両方向e.同様吹雪のrjlで行はれたため，この様な順序を取ったのであるが，との願

序はあらゆ石場合に月jo.て極めて適切であると也ばれる.とれ等の工作に用ひた雪塊[之容';，:皮の大

きいととを必要としたので，全部1m以上の深部から掘出した.居室の地盤を整地して王子にし上

うと試みたが，熊笹の根と月j兵不足のために断念して，地盤を露出させる程度にIとめた.との結

果洞内のiおさは 2mとなった.とのやうに改修した雪洞を5日より 14日迄 10日間使用Lた.

其の間観測の合間に洞i守の温度費化，諮度，零壁温度，地温な.!:I乞就て色々な測定を試みたりで，

此等を基礎として零洞の利用債f直及び、居住性等l亡就いて述べてみよう.

~ 4.雪洞の居住・|企及び其の怯件

我荷の場合にたける零洞の使命!ま，第一に高所の山段上にないて強風e.寒気に耐へ持て，長期

間に亙って，貴重な観測機崎を安全に保存する ζとであった.との酷に沿いては我々が今迄周び

て来た天幕は必、歩 L も安全でる D 得なかった~l乞，試みに零洞に騎ることにしたのである.此の

紫i雲:洞はいかなる天i比例へば滞在中の最高風速は 45mJsecに達し，観測時にはいつも 10m!呂oc
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82 冬期高所蔵測墓地と Lての雲洞主主に天幕について

内外の風速であって，此の様主主天候に沿いても何等の不安を感ぜせしめられるととがなかった.

叉5日間金〈無人の金主で放置したのにも拘ら歩完全であった.

第二の使命ば精密な観測をするに必要た快趨な居住性であるが，とれば甚だ不満足であった.

その結果は観測の結果に悪影響を及~した.快適な居住の震には零洞察積， p矢面及び、天井の股態タ

温度，揖度，換jkzy照明，採暖等を考慮ずべきである.

大抵の観測は洞外のテラスで行ったので，問題は居住性に多〈かかってゐるのであるが 2.5m

X3mの洞面積は，機誠器具の配置を考虚しでも，常時3人の段員の居住には狭ま過ぎるととは

なかった.叉責際問題としてとれ以上面積を接げることは，我々の場合の積雪扶態では雲洞天井

の強度より考へて，難かしい問題であった.

高さは出来得る限り高〈するととが望ましいが，最少限度 108mは必要であった.我々の場合

には高さは屡々 106mを割った.零天井の場合に注意しなげればならぬ事は，天井の垂下である.

垂下速度は積雪の密度，天井面積に封ずる天井積雪唐の厚さの割合等に因るのであらうが，天井• の形扶等には飴b関係な<.意外に大きいものでるる事が分った. 我々の場合の垂下速度は 24
時間陀約 10cmに達した.雲洞側壁11:訟げる積雪の沈下速度は，地表面上 15cmより 50crn迄

0問 (p=o0.42)，50cmよjJ 1m迄の間 (p=0.39)，] rnより 105mの間 (p=0.35)I乞於て，

即時間にそれぞれタ 0.7crn， 102cm， 1.8crnしか示さなかった.以上の如き概算数からでも分る

如<，長時間に亙って雪洞を使用する場合には，洞壁の沈下量を考慮して工作すれば，色々な子

教が省けることになる.f地に方さげる積雪の沈下量の測定は多くの人に依つてなされてたり，買

験式tJ:t:もあるく1)

害天井の形態には多〈の人建によって行はれた色々な方法及び型がある.我々は過去の経験よ

り零天井が零桐生活に及~す悪影響，例へば温度上昇による水滴の落下，認す度過多等に就いて充

分協まされてゐるので，初めから防水布を用ぴて天井を作る設定であったが，建設昔時の猛吹雪

のため止むを符ナ雪洞を掘った.その後防71¥.布天井i亡改造したので、雨者の比較をする機舎を得た.

我々は防水布天井も建設後降雪のために忽ち埋設してしまふ事を珠恕してゐたが，地形の関係か

ら天井の上には何時も積雪は無かった.印ち風が常に除雪をして央れ.::;，扶態にあったのである.

その鴛天井の沈下は殆んt:TJ: <.洞内は明るくな t，その他色々な鮪で著しく居住性が良好とな

。た.

S 5.普通雪，洞と防水布天井の雪洞との居住性比較

自記寒暖計の記録より，問者の洞内温度を人の在室i乙因る影響のたい夜間のみに就いて比較し

て見るときたの通りである.乃ち雪天井の場合の 2月 26日より 28日迄の 3日聞は，洞内温度

は -0ぷG よjJ_1.5
0
0の間を示してゐた.同じく放置された 29臼よlJ， 3月 4 日午後にい

たる 5日聞は日中，夜間にかかわら歩十ぴGからー0ぷGの閣を昇降してゐた.後の場合には雲

(1) 回口龍殺，雲，昭和 15年， 101-102. 
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冬期i電所観測j墓地としての雲~fr~投に天幕について 83 

洞天井は穫零下 1.5m位下にあったので， 外気の温度襲名佑の影響!ま対ん ë~洞内に及tまなかった(1 ヤ

防71(1'[i天井とした 3月 6日以後l乞治げる記録は，除員のj旦室後より室温は夫第に低下し，夜

中には _2
0

0より -3()Cイ立に建し，最低温度は午前6時乃至8時の間に現ばれた. ~pちとの場

合iとは洞内温度は明らかに外気温の影響を受けた.との間 6臼より 13日までの洞外最低気温は

-13.500であ t，その最低平均気温は _11
0

0であった.との僅かに 1枚の防水布天井を隔てて

外気とJ苦悶してゐる洞内温度が，比較的高温度を示してゐる原因は?地盤の露出に因るものと推

断される 3月6日以前の零洞に沿いて，その床面の祇態は，零，熊笹，這径等の混合物が 20

C111乃至，30cmの厚みで被覆して，地熱のf専導を妨げてゐた.防水平fj天井に改透径はとの被覆物を

除1ごして殆んE地盤を露出した.雪洞側壁内部の積雪温度の垂直分布に沿いては，地表面温度は

1s ~(乙 000 土り +0.5"0を元ミしてゐた.

以上に述べたととより，雲洞内部温度の維持に役立つ最大原因は，地盤上P偉導に上って供給

される地護者であって，雪壁及び、天井の厚み等は第二三欠的なものと思はれる.その推論に基いて本

年度の観測に営つては，地表面を千らlて整地した露出地盤上に，頑丈な骨組を持った屋根型天幕

を建て，その周園を壁布に密着させた雪塊をもっ℃園んだ.そしてその内部温度の測定を試みた

結果，以上の推論を確認することが出来た.その結果については第2章で報告する.

雪洞I可に於ては，前に述べた程度の低温度は居住的保件としてはあまり問題とゑらない.反っ

てそれ上り高い温度，乃ちげο以上の温度が恐ろしいのである.言ふ起も危ぐ温度が氷結以上に

上昇すれば周園の壁は融解し初め，結封混度は念i放に増加するからである.此の黙では防水布天

井は温度の上昇を防ぎ，叉過飽和の水蒸気l'I寒冷な天井布に凝争古書吉霜して混度を減少させるのに

役立った.との意味から，雪洞を使用す~場合には採援は出来得る限り避くべきである.我々の

場合に沿いては特別に完全な防寒肢を用ひたので，特に手袋等を乾燥する時以外には殆んE採I箆

の必要を認めなかった.時々一寸とした炊事のために，ガソリンス I、{プを使用したが，調内温

度は +2
0

0乃至 8・0に上昇し，時には 7・Cに謹したことさへあった.その様主主揚合!'Cは，入口

の雨扉を開放しても猶洞内は71<:蒸気で、諜々 ととめられた，そのi状態では防寒服はしっとりと濡れ，

漏外へI:I~ ると忽ち凍結して氷の鎧を着た様になった.長期間に亙って零洞を舟ひる場合には，炊

事室は必歩分離すべきである.

調内温度及び揖度の上昇は通風筒を用びるととに依って，可成に防止するととが出来る.叉一

般には洞内の茨酸瓦斯を排除するために入口を居室上り低〈作るが，その様な注意をすれば幾分

よくなる筈である.特に精密な計器を使用する時には，通風筒なEによっ℃通風換気に注意して

蕗度の減少につとめねばなら友い.
. 

照明については雪天井の場今にな，時には蟻燭を用びることもあったが，防水布天井となって

からは特にその必要を感じなかった.

(1) 加納-J!!l¥，米主雲，昭和 4年 164J{. 

- 5ー



‘ b 冬期高fj庁詰!1;JIU墓地としての雲洞誌に天幕にフいて

第 2章天 幕(昭和17年〉

き1天幕の位置及び工作

オ五年度の親測主こ地0建設は，運殺の都合上第1期及てF第ヨ期に分げて行った. 16年 12月山

内主 P23日迄に筆者は，入夫 7名主使用して天幕材料，ストープ，燃料共他 500kgの荷を建

設池鼎-迄運び、上げた.その位置は馬民 No.581'C5.f;す 2，の地緊Jiで雲洞より 30m高< 30mはな

れてゐた.西山稜からニセコ温泉側へ出てゐる校尾根U分岐黙にあたってゐる.23 日の午後よ

り設定地黙の除雪をなし，地支商をj手〈覆ってゐる太い這松を伐J哀した.積雪量は 102m伎です

でに堅凍零となってゐた.翌 2.40日入夫4名乞使用してP 鶴鴫，鍬，スコップを用ぴて地盤の装

地を行った.現場附近は山稜上の一寸と Lた棚をなしてゐる所で，北西方向i亡約的。の傾斜をな

してゐた.そ乙で3.fil面の南京芸ドヲトを削って下方に土盛した.切取商の高さは約 1mで，移動させ

た土壌量は8立方米，整地面積は4mX5mである.積雪:のため地盤ば凍結してゐなかったので切

耳元作業は比較的梁で，作業時間の大部分は抜根のために費された.吹雲中の作業で飛散する土1ゅ

のため，人夫の全部は限ii::痛め，又盛土1j1i亡雪が混入したので後から地盤が沈下するl京肉となっ

た.整地面に板を敷きつめ， ll!fW)切取面i乙建飴の荷を積上げ蓮でL覆びをして下山した.作業中の

気温は _8
0

Cで平均風速は 15m/secでるクた.

ヌド年2月 26日筆者は人夫5名と共に現場ーに間測機織をあげた.直ちに地轄の後初作業を行ひ，

30分にして整地面をと露出するととが出来た.積雪量It1.5 111であり，極竪i'!If三主であった.板ii::

取のぞいて見ると地表面は此の積雪の下にあるのに凍結してをり，凍結深度は 15cmに詑してゐ

て，二七盛地盤は多少沈下してゐた.とれは 12月に整地してj丘置した後，晴天が積いて気温が降

下した震である.

除零商は最初より 3.5mX4.5mに，積雪i訴に垂直に掘下げて，その中に天幕を建てた.一般

に積雲面I亡天幕を建℃る場合には，その周圏に防風零壁を 1m.内外離して築くのでるるが，我々

は前悶の買験によ1:1，屋根布丈け露出

させた零洞に類似の形態にしようと試み

た.

使用した天幕は1f~ 3闘に示すもの

で，その重量は支柱8本，梁6本を入

れて 55kgでるる.その構造は， 8オ

ンス帆布で出来てゐる屋侠あみの天幕

l亡， lliHi匝!の 10オンスltJL;:{riのネスムツ

タ型天幕をほぐして皇室布として， 1民り

に縫ひ合せて作。たものである.軒梁
第 3 伺
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として 6cm角の垂木の骨組と，周園6本，中央2本の来日 5Cl11の丸太の支牲とを持ってゐる，

とれ等の支柱は6本の張綱で， 1mの深さの積零中iて埋めである襟木の東に固定した.壁イIiの裾

は支柱の外側より営ててある木板で押へて，害で麿結されて内側に入り込むのを防いだ.天幕。

周閣は壁布と，切取った零壁との聞に，窮度の大きな雪j鬼を 4-5cl11位精確に離して，天幕の

梁の高さ迄積み上げた.此の零壁と天幕との聞の空気居を外気と遮断するために，軒梁と零壁の

上西とにかけて， zpらな板肢の零塊を載せて，その零塊聞の間際には雰を詰めて密閉した.此の

結果天幕は空気居をもった二重天幕の如〈になり，壁才[Jは何時も杢〈乾燥してゐた.居室及び、入

口を二重厚とした事は雪洞と同様である.天幕の内部及び、通路の大部分l乞li床板を敷いて，その

中央~部には，長径 50cm，高さ 35 C凶の桔園型の薪ストープを取りヮけた.

以上の如くに作られた天幕は，今雪洞式と稗すぺをもので，外気に1'1ずる露出面積lま少し叉

支柱と梁との組合せによって頗る強固に出来てゐて，完全な耐風力を示した.者手花~~I に測定した

最高風速は 25m/sec以上に達したが，わす=かに屋根司)1及び、中央支柱が勤〈程度で，全期閣を通

じて側壁支柱は一度も動かなかった.天幕の耐風力を信頼して風の通路に建てたため，屋根;(fjの

上は何時も零はなく，殆んE常に乾燥してゐた.以上の天幕を利用して 2月28日より， 3月 16

日迄 17日間観測した.

32.天幕の居住性

高所の山稜上に沿いて天幕を用ひる場合i亡先づ問題となるととは，その耐JiJiJ，:tJで、ある.居性性

の良否iゴ:第ーにとの駐に懸クでゐる.それは冬期I'C沿いては特に大切な問題で，強風の場合には

天幕内l乞居K:l:ずること自身が一つの努働である.我々の場合にないては，此の問題は天幕D構造

にJ:って簡単に解決された叉積写面より突出した入口通路と，二重厚とをそなへたととは，除

罫及び防雪の手聞を殆んEt:r.くした.天幕が地盤上に建てられてゐるため，床商の沈下，崩潰等
ー

の心配より会〈開放された. !1lPち天幕に主主げる居住は何等の苦努なしに，安全に快適に行はれ，

毎日の三分のこの時間を心配なしに放置することが出来た.

S 3.天幕内の温度及び襟度

滞在中はストープを焚いたので，天幕内温度は何時も 15
0

"，2()"Cを保持するととが出来た.特

に一般天幕と異なる黙は，ス l、{プの使用に伴ふ協度の上昇を相営抑制し得たととである.即ち

天幕の壁布は零壁との聞に外気よP隔離密閉された宗気腎をもタてを 1)，又屋根布は吹きさらし

になクてゐて何時も乾燥してゐたからでbる.吸諒度の減少にはストープの吸込みによる通風も

大きな数果があった.燃料の泊費量はストープの使用時閣が毎日 8時間位で，ZJi均，乾燥せる暁

木の薪2本 (15kg)木茨 5kgであった.

天幕の保温カを示すものとして，ストープの影響のない夜間温度にういて，全期間の天幕内，

室外気温，地中温度を第1表に示す. !1lPち天幕周壁の完全で、あクた最初の一週間にないては，天

幕内温度は何時も外気温より可成り高い温度を示してゐる 3月6日以後に沿いては，気f置しコヒ
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昇と降雨のため，天幕周壁は沈下叉は小破して，その保湿布は減退した.3月 9日工P天幕内i乞

自記寒暖計及び自記搭度計を設置したが最高最低寒暖計と大したヲさを認めるととが出来危かった.

思員 No.56は11日以後にたける室内温度の白記である.部ち天幕内温度は外気温の愛化に拘

らす;':，規則正し〈除員の退室後徐々に低下し，その最低温度は殆ん~同一時刻，自Hち日出官官に現

はれた.外気温が日設後急激に低下して日開時迄持績するのに封して，此の曲繰は天幕03畏温力

をよ〈示すものである.

段員在宅時に4d-げる天幕内温度の7k2JS分布は著しい差を認めることは出来r:J.かクたが，その垂

;区間

月日 ¥¥l 

3-1 

2 

3 

4 

O 

ダト 気
最低温度
。C

-10.0 

- 9.0 

- 4.5 

-11.0 

-13.0 

-12.5 

- 7.0 

-16.0 

- 9.0 

天幕内
最低湿度.。
-7.3 

-5.8 

-2.0 

一
-7.3 

-8.3 

-2.5 

-8.8 

童書

地中湿度

.0 

-2 

-0.5 

-0.8 

-1.6 

-1.8 

-1.5 

1 表

ルアl
9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

外気
最低記lB芝
。C

- 9.3 

-4 

- 5.5 

- 6.8 

- 6.5 

- 4.8 

-10.5 

-102 

-9.3 一1.5

-1.5 -0.6 

-2.8 -0.2 

-50 -0.6 

-6.2 -1.0 

-3.5 十02

-8.8 -0.2 

-7.5 -02 

註 ダト祭最低，戸外特種百葉箱中の自記寒暖i計による.一般測定法に比し 2-3'0高〈示ナ.室内最

低， 9日迄は地表上 L7mの野梁に下げた最高最低計に上る.10日以後は虫記なり.

地中温度，切耳立地盤中深さlOcmにおける温度，毎日入室直後における測定による，時刻不定.

直分布は凍結地盤を床面とする関係からか，極めて著しい温度差を示してゐた.ストープより

1.7m天幕側壁より 30cmの距齢に治ける温度分布の測定患吉果の 1例を第 2表に示す.

地中 30cmの深さに於て，地温が +2.4
0

0 を示してゐる耕，又第 1表に示す如〈地中凍結線

が漸三たと昇してゐる票dJ:り，地熱の供給が天幕内の温度保持に相官働いてゐるととが分る.今同

の天幕はその三方が雲壁をもって固まれて治t，叉屋根布は積雪面上に露出してゐるので熱の逸

第 2 表 天干主内湿度の垂直分布 (3月 15日)

地 函 表 上 (高き〕 生日E 中 (深さ〕
測定位置

0.5 m I 3cm 5cm 10巴lU 30cm 

温度℃ 叩 I+山| +5.6 -0.6 十2.4

散i三可成D著しい筈である.それでその内部が比較的高い温度を示す原因は，露出した地盤より

俸導にヱヲて供給される地識の影響に因るものと息はれる.

天幕内掃度については諸民 No.57に示した例を見るに，重問ストープを使用せる間は 60.......80

ガの極めて良いi射牛にある.又夜間にたいても 90ガ内外を示ずに過ぎない. I1lnち夜間iて沿いて

は水蒸気の大部分は，天幕内に4d-ける小規模の気温の逆輔のために，冷い地表面に結霜して空気
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段比較的乾燥せる朕態を示してゐた.朝入室せるl採には床板及じて地表面には多くの結霜が見られ，

屋根布は比較的に乾燥せる扶態を示してゐた.ストープを使用したため通風換気等は完全でるっ

た.採光1<:クいては屋根が露出してゐるため極めて明るく申し分無い紋態であった.

結語

以上!'C述べた如く， 2各に互クて行はれた本数主の樹氷観測の経験工り，零洞は観測の前進基

地としてはJt.むを得ぬ場合の外は不適営であるととが分クた.そのヱ作と運用のために極めて多

くの時間と努力と {C用ひなければ雲洞によタて充分な-3椀i.WJ古呆を期待するととは困難である

と結論した.もワとも我k の場合に沿いては，単に零拐の良否にまるばかりでなく，耐寒食料の

充分注る擁取をと快いたf.~もあったが，靖特.'lt る観測を長くヮづけるととは出来なかずった.第 2年

目i乙使用した上越の天幕は，我kの利用した地勢及び、気象杭誌の範園i勺にたいては，零洞と同程

度のう?力と資材とで良好な成績をち(デ，相営な精度の観測をοづけるととが出来た.

以上の報告は北大理皐部，中谷歌授の翻指導の下l亡沿いて教室の全員tr::挙げて行比れた樹氷の

.wi克の一部乞なすものである.此の報告の御閲読をこ賜った中谷敦授に厚〈感謝する共第である.
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